
  

 
 未来へつなぐ みやぎの防災教育・安全教育を発信 

       平成２８年１２月発行 宮城県教育庁 スポーツ健康課  

 東日本大震災から６年目を迎えようとしています。県教育委員会では、防災教育の充実に向

けて、さまざまな取組を行ってきました。これまでの取組の成果や課題等を生かし、防災教育

の更なる充実とともに幅広い学校安全教育の取組として発展させたいと考えています。 

 「世界津波の日」高校生サミットin黒潮に先立ち、１１月２３～２４日に「宮城スタディツアー」と

して、１６カ国の高校生１２０名が来県し、被災地視察や高校生と交流しました。 

 １１月２３日は、多賀城市、石巻市、東松島市、南三陸町の４コースに分かれ、県内高校生の案内役

による被災地視察を行いました。 

 １１月２４日は、県内高校生４３名と交流会を行い、「防災クロスロード」演習や被災地視察を踏ま

え、災害に備えてこれからすべきことをグループごとに話し合いました。  

「防災教育を中心とした学校安全フォーラム」700名の参加により開催 

 １１月２４日、東京エレクトロンホール宮城を会場に、東北大学災害科学国際研究所防災教育国際協働

センターとの共催で「防災教育を中心とした学校安全フォーラム」を開催しました。フォーラムには、教

職員及びＰＴＡ、教育関係機関等、県内はもとより全国各地から約700名が参加し、本県の取組や今後の

課題等を共有しました。 

 午前は、インドネシア・アチェと中継をむすび、現地の教員や生徒との意見交換、熊本大学大学院の鈴

木 克明教授による特別講演、そして、今年度セーフティプロモーションスクール認証に取り組んでいる 

                   石巻市立鮎川小学校の実践発表を行いました。 

                    午後は、地域と連携した学校安全体制の構築に取り組む大崎 

                   市立岩出山小学校の実践発表、「震災から５年、未来へつなぐ 

                   防災教育を考える」をテーマとした校種別分科会が行われまし 

                   た。分科会では、宮城県、仙台市、岩手県、福島県、千葉県の 

                   学校からの実践発表とパネルディスカッションが行われ、参加 

                   者と積極的な意見が交わされました。 

                           また、展示発表では、防災・安全教育関連団 

                          体・企業から授業等で役立つ教材等の紹介や東 

                          日本大震災後に市町村や学校が発行した記録集                      

                          等が展示され、参加者にとって今後の参考とな 

                          る内容となりました。 

                           閉会行事では、特別合唱として仙台南高等学 

                          校音楽部合唱団による「わせねでや」が披露さ 

                          れ、故郷を大切に、そして、災害等から命を守 

                          ることの意味を改めて考えさせられました。  

「世界津波の日」宮城スタディツアー開催 海外高校生120名と宮城の高校生が交流 
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●このリーフレットの制作は平成２８年１２月です。 
無断転用禁止 

宮城県教育庁 スポーツ健康課 

〒980 -8423 仙台市青葉区本町３－８－１ 
TEL 022 -211 -3667  FAX 022 -211 -3796  

 １１月４日から各教育事務所・地域事務所単位で地域別防災主任研修会が行われ、県内全ての防災主任が参加し、

地域の特性を踏まえた防災教育についての研修を行いました。また、今年度より名称が改められた「安全担当主幹教 

                 諭」による研修【以下参照】が企画され、充実した研修となりました。 

                【大河原管内】･･･副読本を活用した授業、防災ツールボックスの活用の講義等 

                【仙台管内】･･･震災当時の校長による講義、ハートフルパックの活用演習等 

                【北部管内】･･･避難所運営の在り方の講義と演習「避難所運営ゲーム(HUG) 」 

                【栗原管内】･･･ジオパーク学習の講義、防災学習と地域連携の実践発表 

                【東部管内】･･･震災当時の校長による講義、地域と連携した防災学習実践発表 

                【登米管内】･･･地域連携総合防災訓練の実践発表、副読本活用の研究協議等 

                【南三陸管内】･･･防災トレーニングパック活用の講義、熊本地震の説明等   

発達段階を考慮した、地域とともに歩む防災教育の取組 

 各学校において、児童生徒の発達段階を考慮し、地域と連携して取り組む様々な防災教育の実践が広がり

を見せています。 

地域別防災主任研修会で「安全担当主幹教諭」が研修を企画 
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  ３・４年生では、 今後の地震に備え、参観日に保
護者と共にみやぎ防災教育副読本を活用し、各家庭の
間取りに合わせた「わが家の防災マップ」を完成させ
ました。 
 また、副読本を活用し、夏休み中の居住地域の探検
を経て、各地区の防災マップを作成しました。 

 

͜ ԍ⁸ ʴἶ  
 
  築館中学校総合防災訓練が行われ、今後の災害時に
は、地域の一員として活躍できるように訓練内容が企
画されました。 
 全生徒による大声訓練の他、消防本部、ジオパーク
推進室、松島自然の家などと連携し、避難所運営や土
嚢積み訓練、火起こしなどを体験しました。 

 

 

҇ Ҳ ̝ ˞ ἶ  
 
 災害に対する意識の向上を目指して、１学年のLHR
で、実際に災害対応した亘理町総務課担当者より講話
をいただきました。 
 防災教育副読本の内容を踏まえた講話で、これまで
の災害の教訓と今後の災害への備えについて学び、防
災・減災への意識向上を図りました。 

  

 

 

҇ ἶ  
 
  消防署と連携した火災想定の避難訓練を行い、事後
学習で防災教育副読本を活用しました。 
 高等部では、火災からの身の守り方を徹底するため、
小学校低学年用副読本を活用し、火災と関連の深い内
容に焦点を当てて、副読本の教材をスライド投影して
学習しました。 
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